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ま
ず「
川
越
学
」で
基
礎
固
め

西
部
地
域
の
大
学
連
合
を
目
指
す

跡見学園女子大学花蹊記念資料館

創立者跡見花蹊の精神を今日に伝える

大東文化大学
地域連携センター

キャンパスは知識の宝庫

―佐藤忠良の小宇宙―

丸沼芸術の森25周年記念展 北
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記
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東　　上　　沿　　線　　物　　語

　
ツ
ー
リ
ン
グ
の
途
中
、
小
田

原
へ
寄
っ
た
。
小
田
原
と
言
え

ば
や
は
り
「
北
条
」。だ
け
ど

も
、
北
条
と
言
え
ば
川
越
夜

戦
、
松
山
城
な
ど
、
東
上
線
沿

線
に
も
そ
の
名
が
登
場
す
る
所

は
沢
山
あ
る
。「
北
条
の
本
場
は

ど
ん
な
も
ん
な
の
か
な
」、近
づ

く
に
つ
れ
て
沸
い
て
い
た
。

　
小
田
原
駅
西
口
に
は
ロ
ー
タ

リ
ー
が
広
が
り
、
そ
の
真
ん
中

に
北
条
早
雲
像
が
立
っ
て
い

た
。
熊
谷
直
実
像
が
ロ
ー
タ
リ

ー
の
真
ん
中
に
立
っ
て
い
る
熊

谷
駅
北
口
に
そ
っ
く
り
な
風
景

だ
っ
た
。

　
東
上
線
沿
線
に
は
城
跡
や
館

の
城
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
だ

か
ら
小
さ
い
部
類
と
は
言
え
お

濠
を
挟
ん
で
見
上
げ
た
小
田
原

城
の
天
守
閣
は
、
正
直
立
派
で

羨
ま
し
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

お
濠
の
周
囲
や
駅
前
、
あ
る
い

は
少
し
遠
く
ま
で
行
っ
て
み
て

も
無
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
「
城
下
町
」。関
東
一
円
を
支

配
し
た
北
条
氏
の
本
拠
地
小
田

原
で
あ
れ
ば
、
歴
史
ド
ラ
マ
で

見
る
様
な
風
情
を
残
し
た
町
並

み
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
。

　
そ
の
反
面
、
東
上
線
沿
線
に

は
川
越
の
「
蔵
造
り
の
町
並

み
」
が
あ
る
。
川
越
の
歴
史
的

遺
産
が
岩
切
章
太
郎
賞
に
輝
く

な
ど
評
価
が
高
い
事
を
知
っ
て

は
い
た
が
、
小
田
原
に
来
て
改

め
て
実
感
し
た
。

　
高
校
の
時
「
な
ぜ
英
語
を
学

ぶ
の
か
」、と
先
生
に
訊
い
た
事

が
あ
る
。
答
え
は「（
英
語
と
比

較
す
る
事
で
）
日
本
語
を
学
ぶ

為
だ
よ
」、だ
っ
た
。

　
思
い
出
に
浸
り
つ
つ
、
小
田

原
に
来
た
事
で
東
上
線
沿
線
の

魅
力
を
感
じ
直
し
た
。

　
　
　
　
　
　
石
橋
　
啓
一
郎

﹇
編
集
ス
タ
ッ
フ
﹈

　
金
子
豊
治
郎
（
雄
一
）

　
＝
編
集
・
発
行
人

　
泉
沢
　
勉
　
　
岩
瀬
　
翠

　
森
野
　
範
子
　
山
下
　
龍
男

　
金
子
　
敏
満
　
石
橋
啓
一
郎

　
新
美
　
知
驍
　
早
川
　
圭
一

　
高
井
　
珠
希
　
小
崎
　
桂
子

　
倉
持
　
幸
代
　
菅
　
圭
子

　
城
西
大
学
新
聞
編
集
部

﹇
寄
稿
﹈

　
國
分
　
紀
子
　
大
塚
佳
代
子

　
葵
　
和
歌
　
　
周
防
　
洋
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高
井
　
珠
希

コミュニケーションの可能性を探る
東京国際大学公開講座

11月24日

全国書道展
大東文化大学主催

15 市
民
公
開
講
座

埼
玉
医
科
大
学

日
（
川
越
市
）

月
11

「
加
齢
と
運
動
器
」

醤
遊
王
国
祭

弓
削
多
醤
油（
日
高
市
）

東上線沿線の歴史と文化Ⅲ
淑徳大学/みよしコミュニティ・カレッジ　

サイボクハムの子豚が出演　
映画『ブタがいた教室』

11
月
22
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
観
光
振
興
と
ま
ち
の
活
性
化
」

川
越
奥
武
蔵
観
光
情
報
学
研
究
会

(１)

中央ブタを抱いているのが前田監督、その右は主演の妻夫木聡

　
夏
の
初
め
の
頃
、
夫
婦
と

犬
の
三
人
（
？
）
で
北
海
道

へ
行
っ
て
き
た
。
寄
居
の
自

宅
を
出
て
最
寄
り
の
イ
ン
タ

ー
か
ら
東
北
道
に
乗
り
、
佐

野
藤
岡
イ
ン
タ
ー
で
降
り

る
。
な
ん
と
、
そ
こ
か
ら
は

一
般
道
で
、
青
森
は
下
北
半

島
の
大
間
崎
（
本
州
最
北
端

の
地
）
を
目
指
そ
う
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
読
ま

れ
た
方
は
恐
ら
く
、「
バ
カ
じ

ゃ
な
か
ろ
か
」
と
思
っ
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
件
に

つ
い
て
は
色
々
と
ご
説
明
さ

せ
て
頂
き
た
い
こ
と
も
あ
る

の
だ
が
、
字
数
の
関
係
で
、

そ
れ
も
で
き
な
い
。

　
そ
ん
な
こ
ん
な
で
到
着
し

た
。
大
間
崎
で
あ
る
。
お
よ

そ
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
寒

い
。
コ
ー
ト
が
大
活
躍
だ
。

し
か
も
体
が
持
ち
上
げ
ら
れ

そ
う
に
な
る
ほ
ど
の
強
風
。

思
わ
ず
コ
ー
ト
の
襟
を
立

て
、「
港
の
女
」
と
呟
い
た
。

「
ま
あ
ー
、
と
も
か
く
」
夫

が
震
え
な
が
ら
言
う
。「
ど
こ

か
適
当
な
店
に
入
っ
て
何
か

食
べ
よ
う
よ
」。大
賛
成
！
岬

付
近
に
は
複
数
の
食
堂
が
並

ん
で
い
た
が
、
今
回
の
旅
に

ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
店

に
飛
び
込
ん
だ
。

　
Ｋ
食
堂
。
入
り
口
の
ド
ア

に
は
こ
ん
な
文
字
が
見
え
た

―
本
州
最
北
端
の
店
―
。

ガ
ラ
っ
と
引
き
戸
を
開
け
る

と
、
嬉
し
い
こ
と
に
シ
ュ
ン

シ
ュ
ン
音
を
た
て
て
旧
年
式

の
ス
ト
ー
ブ
が
燃
え
て
い

る
。
暖
か
さ
に
ホ
ッ
と
し
て

た
め
息
が
出
る
。
席
に
着
い

て
コ
ー
ト
を
脱
ぎ
、
メ
ニ
ュ

ー
を
チ
ラ
ッ
と
目
に
入
れ
、

即
座
に
注
文
し
た
。
大
間
と

い
え
ば
マ
グ
ロ
以
外
に
考
え

ら
れ
な
い
の
で
、
私
は
ミ
ニ

マ
グ
ロ
丼
を
、
夫
は
マ
グ

ロ
、
ウ
ニ
、
イ
ク
ラ
が
載
っ

た
三
色
丼
ミ
ニ
を
選
ん
だ
。

　
数
分
後
、
生
海
苔
の
味
噌

汁
と
自
家
製
塩
辛
、
そ
れ
に

淡
い
ピ
ン
ク
色
の
紅
シ
ョ
ウ

ガ
と
い
う
三
品
の
お
供
を
連

れ
て
、
お
盆
に
載
っ
て
や
っ

て
き
た
。
早
速
食
べ
る
。

―
う
ま
い
。
い
や
、
そ
ん
な

言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
ほ

ど
美
味
し
い
。
マ
グ
ロ
は
脂

が
の
っ
た
中
ト
ロ
だ
し
、
イ

ク
ラ
は
プ
チ
プ
チ
新
鮮
な
の

に
皮
が
柔
ら
か
だ
。
し
か

し
、
特
筆
す
べ
き
は
ウ
ニ
の

う
ま
さ
。
注
文
後
に
捌
か
れ

る
そ
れ
は
、
プ
リ
プ
リ
と
し

て
甘
く
、
思
わ
ず
目
を
見
開

い
て
し
ま
う
。
そ
し
て
そ
の

瞬
間
、
幼
少
時
の
思
い
出
が

頭
を
も
た
げ
た
。

　
二
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。

当
時
私
は
北
海
道
に
住
ん
で

い
た
。
釣
り
好
き
の
父
に
連

れ
ら
れ
て
、
週
末
と
も
な
れ

ば
海
へ
出
掛
け
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
私
は
二
人
の
兄

と
共
に
ウ
ニ
を
取
っ
て
食
べ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
密
漁
な
の
で
褒
め
ら
れ
た

こ
と
で
は
な
い
が
、
子
供
の

し
た
こ
と
だ
し
、
も
う
時
効

と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
そ

の
と
き
食
べ
た
ウ
ニ
の
味
が

蘇
っ
た
の
で
あ
る
。

　
す
っ
か
り
満
足
し
て
店
の

外
に
出
る
と
、
当
然
な
が
ら

ま
だ
風
は
冬
の
よ
う
に
冷
た

く
、
私
は
再
び
コ
ー
ト
の
襟

を
立
て
た
。
車
に
乗
り
込
む

と
二
人
同
時
に
、
寒
か
っ

た
！
と
叫
ん
だ
。
季
節
は
そ

ろ
そ
ろ
夏
だ
と
い
う
の
に
、

こ
ん
な
に
寒
い
な
ん
て
。

「
丼
、
ミ
ニ
に
し
て
お
い
て

良
か
っ
た
ね
」
と
夫
。

私
も
全
面
的
に
同
意
す
る
。

な
に
し
ろ
こ
れ
か
ら
フ
ェ
リ

ー
に
乗
る
の
だ
。
船
旅
に
満

腹
は
禁
物
だ
。

　
賢
明
な
選
択
を
称
え
合
う

二
人
と
犬
を
乗
せ
、
車
は
フ

ェ
リ
ー
乗
り
場
を
目
指
し
て

走
っ
た
。（
続
く
）

　
　
　
　
　
　
（
寄
居
町
）

　
十
一
月
か
ら
公
開
さ
れ
る

日
活
映
画
『
ブ
タ
が
い
た
教

室
』
（
前
田
哲
監
督
）
に
、

サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
（
埼
玉
種
畜

牧
場
、
日
高
市
）
で
飼
育
し

た
子
豚
が
出
演
し
て
い
る
。

こ
の
映
画
は
、
大
阪
の
小
学

校
で
実
際
に
行
わ
れ
た
授
業

を
元
に
し
て
い
る
。「
ブ
タ
を

飼
っ
て
大
き
く
な
っ
た
ら
、

み
ん
な
で
食
べ
よ
う
」。新
米

教
師
（
妻
夫
木
聡
）
は
、
ク

ラ
ス
の
子
供
た
ち
と
一
緒
に

ブ
タ
を
飼
い
始
め
る
。
卒
業

式
が
近
づ
き
、
ク
ラ
ス
を
二

つ
に
分
け
た
激
論
の
末
出
し

た
結
論
は
？
　

　
弓
削
多
醤
油
（
本
社
坂
戸

市
）
が
運
営
す
る
醤
油
に
関

す
る
体
験
型
施
設
、「
醤
遊
王

国
」（
日
高
市
）
で
は
11
月
８

日
（
土
）、９
日
（
日
）、「
醤

遊
王
国
祭
」
を
開
く
。

　
同
施
設
は
、
醤
油
の
製
造

工
程
を
見
学
で
き
る
他
、
も

ろ
み
の
搾
り
体
験
、
醤
油
を

使
っ
た
料
理
の
紹
介
な
ど
を

行
っ
て
い
る
、
醤
油
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
。
祭
り
当
日
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ
ル
醤
油
の

贈
答
品
、
く
じ
引
き
、
卓
上

醤
油
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の

催
し
が
あ
る
。

日
高
市
田
波
目
８
０
４-

１

　
電
話
０
１
２
０
・
４
１
７

・
０
５
９
　
営
業
時
間
９
〜

17
時

　
①
11
月
22
日
（
土
）「
異
文

化
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
」（
岩

崎
暁
男
教
授
）
②
11
月
29
日

（
土
）「
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
は
ぐ
く
む
た
め

に
」（
川
村
明
美
専
任
講
師
）

③
12
月
６
日
（
土
）「
日
本
の

伝
統
芸
能
を
英
語
で
発
信
す

る
」（
大
島
明
・
マ
ー
ク
非
常

勤
講
師
）
　

☆
会
場
　
同
学
第
一
キ
ャ
ン

パ
ス
（
霞
ヶ
関
駅
下
車
徒
歩

５
分
）
☆
時
間
14
時
〜
16
時

☆
定
員
　
各
回
２
百
名
☆
受

講
料
　
無
料
☆
申
し
込
み
　

川
越
市
的
場
北
１-

13-

１
　

同
学
入
試
広
報
課
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
９
・
２
３
２
・
１
１
１

１
　　

　
大
東
文
化
大
学
が
主
催
す

る
全
国
書
道
展
が
11
月
24

日
、
東
京
の
品
川
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
・
プ
リ
ン
ス
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
る
。

　
同
書
道
展
は
、
毎
年
２
万

点
を
超
え
る
作
品
が
全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
、
最
大
規
模

の
大
学
主
催
公
募
展
。
今
年

は
、
節
目
の
第
50
回
に
あ
た

る
。

　
２
０
０
８
年
度
２
回
目
の

「
淑
徳
大
学
／
み
よ
し
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
は

「
東
上
線
沿
線
の
歴
史
と
文

化
Ⅲ
」
の
テ
ー
マ
で
、
５
回

の
講
座
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

①
11
月
１
日
（
土
）
　
「
柳

沢
吉
保
と
川
越
」（
宮
川
葉

子
）
②
11
月
８
日
（
土
）「
茅

の
輪
め
ぐ
り
神
事
に
つ
い

て
」（
瀧
音
能
之
）
③
11
月
22

日
（
土
）「
川
越
文
化
あ
れ
こ

れ
」（
矢
島
健
三
）
④
11
月
29

日
（
土
）「
東
上
沿
線
の
渡
来

人
の
歴
史
」（
宇
佐
美
正
利
）

⑤
12
月
６
日
（
土
）「
池
袋
逍

遥
」（
今
井
義
博
）
　

☆
会
場
　
同
学
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
（
み
ず

ほ
台
キ
ャ
ン
パ
ス
）
２
号
館

２
０
６
教
室
☆
時
間
13
時
〜

14
時
30
分
☆
定
員
　
先
着
百

名
☆
受
講
料
　
千
円
　
☆
申

し
込
み
　
三
芳
町
藤
久
保
１

１
５
０-

１
　
同
学
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
総

務
部
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
９
・
２
７

４
・
１
５
１
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

４
９
・
２
７
４
・
１
５
２
１

　
①
「
加
齢
に
よ
る
運
動
器

障
害
‐
運
動
器
不
安
定
症
と

は
何
か
」
13
時
〜
14
時
30
分

　
織
田
　弘
美
（
埼
玉
医
科

大
学
病
院
　
整
形
外
科
・
脊

椎
外
科
教
授
）
　
②
「
運
動

器
不
安
定
症
の
要
因
と
し
て

の
骨
粗
鬆
症
」
　
15
時
〜
16

時
30
分
　
宮
島
剛
（
埼
玉
医

科
大
学
病
院
整
形
外
科
・
脊

椎
外
科
講
師
）

☆
会
場:

埼
玉
医
科
大
学

川
越
ク
リ
ニ
ッ
ク
６
階
大
会

議
室
　
☆
受
講
料:

千
円

☆
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
、
埼
玉
医
科
大
学
医
学
教

育
セ
ン
タ
ー
市
民
公
開
講
座

開
講
座
係
０
４
９
・
２
７
６

・
１
７
０
７

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
川
越
奥
武
蔵

観
光
情
報
学
研
究
会
（
川
奥

研
、
桑
原
政
則
会
長
）
は
、

11
月
22
日
（
土
）、川
越
市
内

で
「
観
光
振
興
と
ま
ち
の
活

性
化
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
く
。

　
同
研
究
会
は
、
観
光
と
情

報
に
つ
い
て
意
欲
を
も
つ
実

務
者
と
研
究
者
が
集
ま
り
、

共
に
活
動
す
る
輪
を
作
り
、

社
会
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

に
07
年
９
月
に
設
立
さ
れ

た
、
関
東
圏
で
初
の
観
光
情

報
学
会
（
全
国
組
織
）
の
研

究
会
。
そ
の
後
県
内
初
の
観

光
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
広
く
地
域
の
人
た
ち
に

観
光
に
よ
る
地
域
再
生
の
あ

り
方
を
訴
え
る
の
が
目
的

で
、
誰
で
も
参
加
で
き
る

（
入
場
無
料
）。

概
要
は
以
下
の
通
り
。

☆
日
時
　
11
月
22
日
（
土
）

13
時
〜
18
時
30
分
　
☆
会
場

　
川
越
市
新
富
町
１-

９-

１

ホ
テ
ル
三
光
地
下
　
☆
プ
ロ

グ
ラ
ム
　
13
時
〜
16
時
　
プ

レ
ゼ
ン
、
口
頭
発
表
、
特
別

講
演
（
釼
持
勝
観
光
情
報
学

会
理
事
）
　
16
時
〜
18
時
　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
18
時
30
分
よ
り
懇
親
会
あ

り☆
連
絡
は
、
桑
原
会
長
（
東

京
国
際
大
学
教
授
）
　０
７

０
・
６
４
５
６
・
７
９
６
５

へ
。


